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■ 概 要 

★好評のメーラーボードが、皆様の御希望を盛り込み、ハードリニューアル致しました。 

★Ｈ８/3069F使用（20ＭＨｚ駆動）、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書込み済み即使用可能。 

★指定したメールアドレス（パソコンや携帯電話等）へ簡単な固定した件名と本文のEメール 

  を送信するボードです。（受信はしない送信専用ボードです。） 

★常時接続状態のインターネットとプロバイダ契約したメールアドレスが有れば、ＬＡＮに接 

  続するだけでパソコン無しで、即使用可能な単独動作ﾒｲﾙ･ﾎﾞｰﾄﾞです。 

★ 送信タイミング （１６のﾄﾘｶﾞ・ﾀｲﾐﾝｸﾞで送信可能です） 

  ・デジタル入力：基板上ｽｲｯﾁ入力（外部ﾄﾘｶﾞ入力有り）により送信。 ８ＣＨ 

・アナログ入力：ｱﾅﾛｸﾞ値（電圧指定、0～+5ＶＤＣ）指定値にて送信。 ８ＣＨ 

  (例：温度が指定した温度に上昇/又は下降した時に送信する。) 

各ＣＨ毎に送信先メールアドレスをアドレス帳より選択指定可能。ＣＣ（同報送信）可能、 

1CHに TO：に加えCC：4件、最大５ｹ所まで設定、同時送信可能。 

★ 各種設定（ﾃﾞｰﾀｰは EE-PROM24C256 に保存、不揮発）はﾊﾟｿｺﾝのﾌﾞﾗｳｻﾞから行います。 

ﾌﾞﾗｳｻﾞからのアクセスには、ＩＤとパスワードの設定が可能。 

・IP ｱﾄﾞﾚｽや DNS ｱﾄﾞﾚｽは DHCPで自動取得。手動による IP ｱﾄﾞﾚｽの設定はﾌﾞﾗｳｻﾞ画 

面より行ないます。(DIP ｽｲｯﾁは廃止) ＩＰアドレスは液晶画面で常時確認が可能。 

・ﾌﾟﾛｷｼ･ｻｰﾊﾞｰ及びｻﾌﾞﾐｯｼｮﾝ PORT587、AUTH等に対応、設定可能。 

・プロバイダー設定：ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ ID、 パスワード。 

・メール設定：STMP server, mail address from, POP3 server, User ID, PASSWORD。   

・送信先アドレス設定：32 アドレスまで（半角英数字４８文字まで）登録可能 。 

 ・件名：漢字32文字まで（半角英数字64文字まで）登録可能 

 ・本文：漢字256文字まで（半角英数字512文字まで）登録可能 

 ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ（ｽｲｯﾁ）ﾄﾘｶﾞ入力設定：入力がＬ/Ｈ何れでも送信設定可能。 

・ｱﾅﾛｸﾞﾄﾘｶﾞ入力設定：上限/下限何れでも送信設定可能。ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ/ﾋｽﾃﾘｼｽ値設定(電圧値0～+5V)。 

・NTP ｻｰﾊﾞｰ設定により、送信メールのﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟは現在時刻を都度取得する為正確に成りました。 

◎用途例：工場等の機器警報報知、自宅/会社等のｾｷｭﾘﾃｨｰ通報、ﾎｹﾍﾞﾙ的に個別呼び出し、独居老 

      人や病気で寝ている方等の緊急連絡等々。 

■ 緒  元 

処理ＣＰＵ/OS H8/3069F 20MHz  / μITRON (TOPPERS/JSP Kernel)  

メモリー ＲＡＭ HM5117800/05 （システム用） 

 EE-PROM  93C46（MACｱﾄﾞﾚｽ用）、24(L)C256（設定ﾃﾞｰﾀ用） 

LANｺﾝﾄﾛｰﾗｰ RTL-8019AS (NE2000ｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ) 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力 ８CH,  10KΩにて+5Vﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ 設定によりH時又はL時ｲﾍﾞﾝﾄ感知 

 基板上にﾀｸﾄｽｲｯﾁにて入力（ｲﾍﾞﾝﾄ「H-＞L」のみ）、 外部入力有り 

ｱﾅﾛｸﾞ入力 ８CH、 1MΩにてﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ 

 入力電圧0-5V, 外部入力ｺﾈｸﾀにて入力 

 設定により設定上限値又は設定下限値時、上下変動ｲﾍﾞﾝﾄ感知 

 ｽﾚｼｮﾙﾄﾞﾚﾍﾞﾙ値､ﾋｽﾃﾘｼｽ値 設定可能 

電    源 ８～２４ＶＤＣ 約80mA 程度 

基板寸法 100mm x 70mm 液晶表示器込みで 約85ｇ 

 注  意  

・ このボードは E-メール送信専用です。ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰのﾒﾝﾃﾅﾝｽ等でﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰの動作停止や諸処の事情により 

 ﾒｰﾙが送信できない、またはｴﾗｰを返された場合には対処出来ませんので、確実に送信出来ない場合も有り 

 得ますのでご了承下さい。   

＜免責事項＞当キツトのハード、ソフトを使用することで、生じた損害・損失は直接・間接を含め、いかなる 

 ものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
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■メイラー・ボードVer.2・キット部品リスト 基板名：ＴＳ－Ｍａｉｌ０２ 

 部 品 名  基板上記号 実 装 □ 型   番  数   

IC  CPU IC1 ● □ H8/3069F 1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ書き込み済み 

   EE-PROM IC2  □ 93C46 1 MACアドレス書き込み済 （ 黄色ﾏｰｸ付 ） 

   EE-PROM IC3  □ 24(L)C256 1 設定DATA記録用 

   RAM IC4 ● □ HM5117800/05 1 ｼｽﾃﾑ用ﾒﾓﾘｰ 

    IC5 ● □ RTL8019AS 1 ＬＡＮｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 

    IC6  □ 7805 1 5V 3端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰ T1  □ 2SC1213 1  

D ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1  □ 5φLED 1 TX確認LED赤5φ 

  D2  □ 1S1588等 1 H8リセット用 

  D3  □ W02 1 電源ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ 

 LED1  □ 5φLED 1 ﾒｰﾙ送信完了LED赤5φ 

 LED2  □ 5φLED 1 電源用LED緑5φ 

R 抵抗 R7,R8,R18 ● □ 100Ω 3

 R13,R14,R19,R28,R38 ● □ 1KΩ 5

 R1-R6,R9-R12,R15-R

17,R20-R27、R29 

● □ 10KΩ 22

 R30-R37 ● □ 1MΩ 8  

   □ 100Ω 1/4W 1 液晶ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ用 

半固定抵抗 VR1   □ 10KΩ/B  1 液晶ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整用 

C ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ C2,C3 ● □ 0.01μF 2 積層ｾﾗﾐｯｸ 

 C1,C4-C6,C9,C10,C12,

C13,C17,C18,C20 

● □ 0.1μF 11 積層ｾﾗﾐｯｸ 

 C16 ● □ 1μF  1 積層ｾﾗﾐｯｸ  

 C11,C19  □ 10μF 2 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 C7,C8,C14,C15 ● □ 22PF 4 ｾﾗﾐｯｸ ｸﾘｽﾀﾙ用 

X'TAL X1,X2  □ 20MHz 2   

LANｺﾈｸﾀ CN1  □ J0011D21B  1 ﾄﾗﾝｽ内臓RJ-45 

ﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ CN4  □ 34P 17x2 1 2X40から切り出して使用  

ﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ CN6   □ 14P 7x2 ｵｽ 1 液晶用基板側 

ﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰ (CN6)   □ 14P 7x2 ﾒｽ 1 液晶用液晶側 

DCｼﾞｬﾂｸ CN7   □ MJ-179 1 電源入力DCｼﾞｬｯｸ 

ﾀｸﾄｽｲｯﾁ SW1  □ 1 ｼｽﾃﾑﾘｾｯﾄ用 赤色 

ﾀｸﾄｽｲｯﾁ S1-S8   □  8 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ手動入力用ｽｲｯﾁ 

ｼｮｰﾄﾋﾟﾝ JP1  □   1 PASS RESET 用 

液晶表示器   □ SC1602BSLB 1 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ付き 16桁2行 

8P ICｿｹｯﾄ   □ 2 EE-PROM用 

両面ｶﾞﾗｽ基板   □ TS-Mailer02 1 専用基板 

                   ●は、出荷時に既に実装済みのチップ部品等です。 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますよ

うお願い致します。 

★ 製作前に必ず、本マニュアルの全てに目を通していただく事をお勧めいたします。 

★ 改良の為、予告無く部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますの 

で、それらを必ずお読みになってから本文をお読みくださいます様お願いいたします。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなけ 

れば部品を取り外すことが大変難しい場合が有ります。回路図、パーツリスト等を十分に確認してからハンダ付けして 

ください。 

 ※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板に在る穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面とを電気的に導通しております。 

半田後、むりに部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。 
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■ 基    板 

       

    寸法： 100mm x 70mm       

    ガラス・エポキシ１．６mm厚               

    両面スルホール基板 

              

    四隅の取り付けネジ穴寸法 

    85mm ｘ 60ｍｍ 3.2φ 

    

    F.G はﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

 

   右側のｶｰﾄﾞｴｯｼﾞ部分は、  

   出荷時H8 ﾏｲｺﾝにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

   を書く為のもので、実際には 

   使用いたしません。 

 

■ 組み立て 

  向きが有り間違いやすい部品等部品実体図 

                                                 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

１． 組み立てにあたって、前のページに有りますパーツリストと部品を確認します。パーツリストに有る［基 

     板上記号］の記号と基板上の同じ記号に部品をハンダ付けしていきます。基本的には背の低い部品か 

      ら取付けて行きますが、上記図の向きの有る部品は特に注意してハンダしてください。 このキットに使 

    用しています基板は両面ｶﾞﾗｽ･ｽﾙﾎｰﾙという基板で、ﾊﾝﾀﾞ後に部品を取り外す場合、専用工具等でなけ 

    ればならない場合があるからです。良く確認してからハンダ付け作業を行なってください。 

２． このキットでは、H8マイコン、LANｺﾝﾄﾛｰﾗｰRTL8012、抵抗、一部を除くｺﾝﾃﾞﾝｻｰの59個の部品は既に

機械で実装されています（ﾊﾟｰﾂﾘｽﾄで●マークの部品）。 

    初めに取りつける部品の順番としては、まず背の低い部品、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ(D1)、20MHｚｸﾘｽﾀﾙ(X1,X2)、三端 

    子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ（IC4）、８ピンＩＣソケットを順番に取り付けて行きます。向きの有る部品に注意します。 

     （前述の実体図と補足2の基板実体図とを併せて参照下さい） 

３．  その後、ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ（DB1）、ﾀｸﾄｽｲｯﾁ（SW1、S1-8）、LED（D1赤,LED1赤、LED2 緑）、電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 

（C11,C19）、と取り付けていきます。 

４．  最後に大物部品を取り付けて行きます。電源用DC ｺﾈｸﾀ（CN7）、LAN ｺﾈｸﾀ（CN1）、各種ｺﾈｸﾀを取りつ 

けます。 CN4,JP1用のﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾋﾟﾝ･ﾍｯﾀﾞｰは、必要な長さにｶｯﾀｰ等で切って取り付けてください。 

５．  IC2 の 93C46（黄色ﾏｰｸ付）, IC3 の 24C256 を位置と向きを間違えないようにｿｹｯﾄに差し込みます。 

６．   完成しましたら、電源を入れる前に十分回路を目視点検を行ってから投入してください。 ﾃｽﾀｰがあれ 

    ば電源投入時、約８０ｍＡ程度ですから、これ以上に流れた場合は、即電源を切り点検してください。 

７．  電源を入れると緑の電源LEDが点灯します。 液晶のｺﾝﾄﾗｽﾄ調整(後項で説明)後、LANケーブルをLAN

コネクタに差し込み接続します。LAN 接続されると、LAN コネクタの緑の LED（LINK）が点灯、パケットが流

れていると黄色のＬＥD(RX)がチカチカと点滅します。（ＬＡＮｹｰﾌﾞﾙ： ﾊﾌﾞ対ﾒｰﾗｰはｽﾄﾚｰﾄ、ＰＣ対ﾒｰﾗｰの

接続はｸﾛｽを使用）        ＜組み立ては完了です＞ 
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■ 各種設定 

  メーラーの各種設定を行います。 （設定テ゜―タは、全て IC2の EE-PROM 24C256 に記録されます。） 

  まず、使用する LAN環境を確認します。 使用するＬＡＮが接続されているパソコンを使用して確認します。 

  デフォルトでは、DHCPモードと成っていますので、電源投入時に液晶表示器に IP ｱﾄﾞﾚｽが表示されます。 

   電源投入から液晶表示の流れ 

Ｎｏｗ Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ ．． 

 

 

ＤＨＣＰ Ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ ＊１９２．１６８．０．１０ 

  

 

この例では、DHCP自動取得でメーラーボードが取得した IP ｱﾄﾞﾚｽは、192.168.0.10 となります。 

パソコンのﾌﾞﾗｳｻﾞ(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ等)を立ち上げてｱﾄﾞﾚｽ入力欄より次の様に打ち込みます。 

   例：   http://192.168.0.10:8080 [enter]  ( IP ｱﾄﾞﾚｽ+：8080 8080 は固定) 

すると、メーラーボードが応答し、下記のHTML を返し、「トップページ」が表示されます。 

■ トップページ 

 
 トップページには、各種設定画面のメニューと各種情報が表示されます。ｸﾘｯｸして各画面へ進みます。 

・ デジタルポート設定   デジタル入力の各種設定を行う画面 

・ アナログポート設定   アナログ入力の各種設定を行う画面 

・ 本体設定          ボード自体の各種設定画面        

・ パスワード変更      パスワードの設定/変更を行う画面 

・ アドレス帳         アドレス帳を編集する画面 

購入時、初期状態から設定する順番で説明いたします。 

電源投入直後 ＤＨＣＰにてＩＰ取得中 通常画面 例ですが、この様に IP ｱﾄﾞﾚｽが表示されます

5つのﾒﾆｭｰから、各種設定ﾒﾆｭｰを 

選択します。 

下段には、処理状

況、ｴﾗｰ等を表示

ｸﾘｯｸすると弊社ホームページへ接続できます
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◆ 本体設定 

  トップページで「本体設定」をｸﾘｯｸすると、下記画面が表示されます。 

・メーラーボード基本設定   

 

 

・メールサーバー基本設定 

  
 

☆承認について 

   本ボード・バージョン２から、ＳＭＴＰ AUTH等の「承認」に対応しております。 

このボードのMAC ｱﾄﾞﾚｽ表示 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは自動(DHCP)に成っています

固定ｱﾄﾞﾚｽにしたい場合は、「手動」

にﾁｪｯｸを入れて「ネッワーク」「DNS」

の両方を各種設定を行います。 

ｱﾄﾞﾚｽは、自由に設定可能です。 

自分のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ/ｻｰﾊﾟｰ

情報は2つ設定する事がで

きます。1 つが送信不能の

場合２番目で送信します。

各種「承認」に対応 ( 後述 )

ポート番号も自由設定 

時刻取得用の NTP ｻｰﾊﾞｰｱﾄﾞﾚｽも自由に設

定可能です。ﾃﾞﾌｫﾙﾄでこの 2つは設定済。

定期的に内部クロックを校正します。メール

送信時に NTP ｻｰﾊﾞｰがﾋﾞｼﾞｰの場合、内部ｸ

ﾛｯｸをﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟしす。ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは 900秒 

(15分)間隔で内部クロックを校正します。 

ﾈｯﾄﾜｰｸの設定は、基本的には何も

しなくても「自動」で使用可能です。
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現在では、一部のプロバイダーでこの「承認」を実施しております。詳しくは、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰにお尋ね下さい。 

対応する「承認」は以下の方式です。    (方式に関しての詳細は、Ｎｅｔ上でお調べ下さい。) 

・Submission Port 

・POP befor SMTP 

・PLAIN 

・LOGIN 

・CRAM-MD2 

 

◆ パスワード設定 

  パスワードの設定/変更を行います。 必要の無い場合は、設定する必要は有りません。 

 

                                工場出荷時は、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは設定されていません。 

                               

                                ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定すると、次回ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞへｱｸｾｽすると 

                                ＩＤとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを要求してきます。 

 

                                 ＩＤは固定 ： ＳＭａｉｌｅｒ になります。 

                                 パスワード： 半角英数 10文字以内。 

 

                                ★ ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを忘れた場合。 

                                ﾎﾞｰﾄﾞ上のＪＰ１「PASS RESET」端子をｼｮｰﾄﾋﾟﾝでｼｮｰﾄ 

しながら電源を投入すると、現ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは消去されます。 

                                通常はｼｮｰﾄしません。再度ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定し直してくださ 

◆ アドレス帳                       い。 

   アドレス帳の編集を行います。 

   アドレスは、最大３２箇所まで登録が可能です。 送り先の名前とﾒｰﾙ･ｱﾄﾞﾚｽを入力/編集します。 

 
 

全ての入力/編集が終わったら、再下段の「設定」を押して登録されます。 

登録後画面は、自動的にトップページへ移行します。 

 
 

全ての入力/変更終了後、必ず押してください。
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◆ デジタルポート設定 

   デジタル入力の設定を行います。 

 
  ○ ポート   本メーラー・ボードのデジタルポートのチャンネル 

            ８個のチャンネルが有り 入力端子と、ﾎﾞｰﾄﾞ上の押しﾎﾞﾀﾝ･ｽｲｯﾁの番号に対応します。 

            ＤＣＨ1 ﾎﾟｰﾄ ＝ ＣＨ１／Ｓ１…………ＤＣＨ８ﾎﾟｰﾄ ＝ ＣＨ８/Ｓ８ 

            デジタルポートとは、ﾎﾟｰﾄ端子がＨ(+5V)かＬ(0V)の「状態」で判断します。 

８個の外部ﾎﾟｰﾄ端子／ｽｲｯﾁは、ﾎﾞｰﾄﾞ上で 10KΩでﾌﾟﾙｱｯﾌﾟされ、開放時Ｈの状態です。 

通常、押しﾎﾞﾀﾝ･ｽｲｯﾁを押す（ON）でﾎﾟｰﾄは「Ｌ」になります。 

 

  ○ トリガ   メールを送信する条件の設定 

      ・ 使用しない     このポートを使用しない。 

      ・ Ｈ→Ｌ        ﾎﾟｰﾄがＨからＬに変化した時のみﾒｰﾙ送信する。ﾎﾞｰﾄﾞ上のｽｲｯﾁは 

押した時に「Ｈ」から「L」になりますので、通常このﾄﾘｶﾞを使用します。 

      ・ Ｌ→Ｈ        ﾎﾟｰﾄが「Ｌ」から「Ｈ」に変化した時のみﾒｰﾙ送信する。 

      ・ 変化があれば   ﾎﾟｰﾄが「Ｌ」か「Ｈ」何れでも、「変化」があればﾒｰﾙ送信する。 

  

○ メール送信設定    

      ・ 宛 先       ＴＯ：を含めＣＣ：５ケ所までアドレス帳より選択設定し同報送信が可能 

      ・ 題 名       英数字  64 文字 (漢字 32文字) 以内 

      ・ 本 文       英数字 512文字 (漢字 256文字) 以内 

   

※ ＴＯ：/CC:について ( ｱﾅﾛｸﾞ入力も共通 ) 

      本来は、TO と CCは厳密には目的は異なりますが、本メーラーボードでは、動作に違いは有りま 

せん。 何れも「宛先」となりますが、ＴＯ：は主目的の宛先でＣＣ：は付則的目的の宛名として使用 

上、便宜上の（携帯電話のメールにもある）「控え」として自由にお使い下さい。 

 

全ての入力/編集が終わったら、最下段の「設定」を押して登録されます。 

登録後画面は、自動的にトップページへ移行します。 

 
デジタル入力は、ボード上の８個のスイッチ（Ｓ１－Ｓ８）と CN4から外部から接点入力も可能です。 

詳しくは、本マニュアル最終ページで説明致します。(ｱﾅﾛｸﾞ入力も同様外部から入力が可能です) 

 

全ての入力/変更終了後、必ず押してください。
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◆ アナログポート設定 

   アナログ入力の設定を行います。 

 
  ○ ポート   本メーラー・ボードのアナログポートのチャンネル 

            ８個のチャンネルが有り 入力端子の番号に対応します。 

            ACH1 ﾎﾟｰﾄ ＝ ＣＨ１…………ＡＣＨ８ﾎﾟｰﾄ ＝ ＣＨ８ 

            ｱﾅﾛｸﾞポートとは、ﾎﾟｰﾄ端子が、電圧値(0V～+5V)の「量(電圧)」で判断します。 

８個のポート端子はﾎﾞｰﾄﾞ上で 1MΩでﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝされ、開放時0Vの状態です。 

温度、圧力等々の各種ｱﾅﾛｸﾞ・ｾﾝｻｰ（直流電圧/電流出力）等が接続出来ます。 

 

  ○ ｽﾚｯｼｮﾙﾄ゛ 何Ｖでトリガするかの電圧値 ０．００００Ｖ～+５．００００Ｖ 

 

  ○ ﾋｽﾃﾘｼｽ  トリガ後、次のトリガが発生する為に復帰する電圧値 ０．００００Ｖ～+５．００００Ｖ 

            例：L->Hの場合、ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞを３Ｖとした場合、入力電圧が 2.9V-3.1V に変動している 

            場合、3Vのトリガが 3Vを超えるたびに掛かりメールが連続して送信されます。 

              この様な場合、電圧が 2.5V まで下がらなければ次のﾄﾘｶﾞが掛からない様に、ﾋｽ 

              ﾃﾘｼｽを 0.5V に設定します。( 次のページで説明いたします。) 

               ※ｾﾝｻｰの具体的な接続方法に関しましては、ｾﾝｻｰのﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 

  ○ トリガ   メールを送信する条件の設定 (スロープ) 

      ・ 使用しない     このポートを使用しない。 

      ・ Ｈ→Ｌ        ﾎﾟｰﾄが、ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧＋ﾋｽﾃﾘｼｽ電圧以上からｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧まで下がった 

時点でﾒｰﾙ送信します。 

      ・ Ｌ→Ｈ        ﾎﾟｰﾄが、ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧－ﾋｽﾃﾘｼｽ電圧以下からｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ電圧まで上がった 

時点でﾒｰﾙ送信します。 

      ・ Ｈ⇔Ｌ        Ｈ→Ｌトリガと同じですが、条件解除「復帰」時にもﾒｰﾙ送信されます。  

      ・ Ｌ⇔Ｈ        Ｌ→Ｈトリガと同じですが、条件解除「復帰」時にもﾒｰﾙ送信されます。  

 

○ メール送信設定    

      ・ 宛 先       ＴＯ：を含めＣＣ：５ケ所までアドレス帳より選択設定し同報送信が可能 

      ・ 題 名       英数字  64 文字 (漢字 32文字) 以内 

      ・ 本 文       英数字 512文字 (漢字 256文字) 以内 

 

全ての入力/編集が終わったら、最下段の「設定」を押して登録されます。 

登録後画面は、自動的にトップページへ移行します。 

 

全ての入力/変更終了後、必ず押してください。
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◎ アナログ入力のスレッショルドとヒステリシスについて 

     ・ スレッショルド ( threshold ) レベル  ﾄﾘｶﾞがかかる電圧値( 敷居値 ) 

     ・ ヒステリシス ( hysteresis )  レベル  再度ﾄﾘｶﾞがかかる場合のﾘｾｯﾄ条件値   

     ・ トリガ ( trgger )  引き金の意味    起動させる条件値の事。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   何れも理解が難しいですが、入力の電圧が変動する場合、電圧値がｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ・ﾚﾍﾞﾙを超える度にﾄﾘｶﾞが 

かかりその度に送信を繰り返すため、一度ﾋｽﾃﾘｼｽ電圧まで戻らなければﾄﾘｶﾞがかからない様にする為 

で、ｼｰｹﾝｻｰ等でｱﾅﾛｸﾞを扱う場合良く使用する手法です。 ﾋｽﾃﾘｼｽ値設定は、入力電圧の状況により 

   何度かﾃｽﾄをしながら決定して下さい。 

電圧が徐々に上昇し、ｽﾚｯ

ｼｮﾙﾄﾞ･ﾚﾍﾞﾙに達した時点で

トリガがかかり送信する。 

ﾋｽﾃﾘｼｽ電圧を設定した場合。

(この例では 0.5V) ﾋｽﾃﾘｼｽ･ﾚ

ﾍﾞﾙまで下っていないのでｽﾚｯ

ｼｮﾙﾄﾞまで上昇しても次のﾄﾘｶﾞ

は無効となる。 

入力電圧が徐々に下が

りスレッショルド・レベル

に達した時点でﾄﾘｶﾞがか

かり送信する。 

ﾋｽﾃﾘｼｽ･ﾚﾍﾞﾙまで

上っていないので

次のﾄﾘｶﾞは無効。

一度ﾋｽﾃﾘｼｽ・ﾚﾍﾞﾙま

で下がったのでﾄﾘｶﾞ

がかかり送信する。

ﾄﾘｶﾞがかかり

送信する。 

ﾄﾘｶﾞがかからない

ので送信しない。

ﾋｽﾃﾘｼｽ･ﾚﾍﾞﾙまで

下がったので次の

ﾄﾘｶﾞは有効となる。

ﾋｽﾃﾘｼｽ･ﾚﾍﾞﾙまで

上っているので次

のﾄﾘｶﾞは有効。 

ﾄﾘｶﾞがかからず

送信しない。 

Ｌ⇔Ｈﾄﾘｶﾞ設定

の場合は、ここ

で「復帰」送信

する。 

H⇔Ｌﾄﾘｶﾞ設定

の場合は、ここ

で「復帰」送信

する。 

この例では、Ｌ→Ｈの電圧上昇ｽﾛｰﾌﾟで、ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ 2.5V(電

圧が 2.5V になったらﾄﾘｶﾞ「送信」)。ﾋｽﾃﾘｼｽは 0.5V で 2V ま

で電圧が下がったら復帰の場合を説明しています。

この例では、Ｈ→Ｌの電圧下降ｽﾛｰﾌﾟで、ｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞ 3V(電圧が 3V

になったらﾄﾘｶﾞ「送信」)。ﾋｽﾃﾘｼｽは0.5Vで3.5Vまで電圧が上がっ

たら復帰の場合を説明しています。 
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■ 液晶表示について 

◎ 液晶表示器のコントラスト調整 

  キットが完成した時点で電源を投入すると、液晶には何も表示されません。 ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整が必要です。  

  ｺﾝﾄﾗｽﾄの調整は、基板上の左下に有る半固定抵抗（ＶＲ１）を回して調整します。 半固定抵抗は初期状態 

  では、およそ中点に有りますので小さなﾄﾞﾗｲﾊﾞｰで、時計の針の方向へ液晶画面が鮮明に表示される位置 

  まで回します。 以後、この調整は行なう必要は有りません。  

 

◎ 液晶表示器の表示画面について （表示画面は、１６桁（英数半角） X 上下２段表示となっています） 

 

   ○通常の表示 

・上段表示 

      ［Ｎｏｗ Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ …   ］   電源投入時の画面。 ﾒｰﾗｰ起動準備中。 

      ［ＤＨＣＰ Ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ  ］   DHCP ﾓｰﾄﾞ時の画面。 DHCP ｻｰﾊﾞｰにｱﾄﾞﾚｽをﾘｸｴｽﾄ中。 

                           手動で IP ｱﾄﾞﾚｽを固定にしている場合は通常画面を表示します。 

      ［＊１９２．１６８．０．１０  ］   通常画面。 例では、ﾎﾞｰﾄﾞが IP ｱﾄﾞﾚｽ 192.168.0.10 に設定されて 

いる事を意味します。 ﾊﾟｿｺﾝからｱｸｾｽの際このｱﾄﾞﾚｽに接続。 

   ・下段表示 

      ［                ］    通常は、無表示。 

      ［Ｍ１：Ｓｅｎｄ Ｓｔａｒｔ    ］   送信ﾄﾘｶﾞがかかり、ﾒｰﾙ送信を開始し ｻｰﾊﾞｰ接続中。 

      ［Ｍ1：Ｓｕｃｃｅｓ       ］   ﾒｰﾙ送信が、成功した。 表示中基板上「MAIL SEND」LED点灯。 

                          ※Ｍ1/Ｍ2は「本体設定」で設定したﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ 1/2 を意味します。 

○エラー表示 

・上段表示 

      ［■■■■■■■■■■］    全て黒く表示。  

VR1の回し過ぎ。システムチェックを行なった際に、ﾊｰﾄﾞｳｴｱ上 

に何らかの問題が発生した場合。 CPUが停止している場合。 

      ［ＤＨＣＰ Ｅｒｒｏｒ ！！！ ］    DHCPエラー。 

DHCPでｱﾄﾞﾚｽ取得が失敗した。 LAN環境と DHCP ｻｰﾊﾞｰの 

設定等を確認。 

・下段表示 

   ［Ｎｏ Ｍｙ Adrs       ］    自分の「ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ」が未入力。 

   ［Ｎｏ ＳＭＴＰ Adrs     ］    自分の「ｻｰﾊﾞｰ･ｱﾄﾞﾚｽ」が未入力。 

   ［Ｎｏ Ｒｅｃｅｉｐｔ        ］    「宛先」が未入力。 

   ［Ｍｅｍｏｒｙ 1/2/3      ］    ﾒﾓﾘｰ･ｴﾗｰ。 ﾊｰﾄﾞｳｴｱのｴﾗｰで通常は出ません。 

   ［Ｓ [n1], Ｅ [n2]       ］    この様に表示された場合。 

・n1は、シーケンス番号を示します。 

  0 = 接続中                                    7 = 自メールアドレス送信中 

            1 = 拡張SMTP(ESMTP)経路使用開始             8 = 宛先送信中 

            2 = SMTP AUTH(PLAIN)ネゴシエーション開始       9 = 本文送信開始 

            3 = SMTP AUTH(LOGIN)ネゴシエーション開始      10 = 本文送信中 

            4 = SMTP AUTH(CRAM MD5)ネゴシエーション開始  11 = 終了処理中 

            5 = SMTP AUTH レスポンス待ち             12 = 切断中 

            6 = SMTP経路使用開始 

         ・n2 は、エラー番号を示します。 

            エラー番号は、負の値の場合は接続失敗、正の値の場合はSMTPサーバーが返す番号。 

  

           ※不具合等で弊社に連絡の際は、これらの番号を明記の上ご連絡下さい。                
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■ 補足説明と諸注意等 

   
● このキットの基板には、工場出荷時、Ｈ８/3069にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを書き込む為のｺﾈｸﾀ（ｶｰﾄﾞ･ｴｯｼﾞ・ﾀｲﾌﾟ）が右側に 

  配置されています。このｺﾈｸﾀにはＨ８のクロックが出ており、触れるとＨ８が停止する場合がありますので、 

  触れないようにご注意下さい。 もし触れる可能性の有る使用では、ﾋﾞﾆｰﾙﾃｰﾌﾟ等で絶縁する事をお勧め 

いたします。 

● 液晶表示器（ＬＣＤ）のバックライトについて 

  付属の液晶表示器にはＬＥＤのﾊﾞｯｸﾗｲﾄ（背後 

  照明）が付いています。 使用する場合は、液 

  晶表示器の裏側のＪ３をﾊﾝﾀﾞでｼｮｰﾄし、Ｊ９に 

  キット付属の 100Ωの抵抗（茶、黒、茶、金）を 

  ハンダで取り付けてください。 

  ＬＥＤ照明なので、あまり明るく有りませんが 

  暗い所では効果があります。 

● 液晶表示器の支持について 

  液晶表示器は、片持ち状態で一部がEE- 

  PROMに乗っかっている状態です。問題は有りませんがもう片側を支持する場合、本体基板と液晶表示器 

との間は、１１ｍｍの間隔となっていますのでｽﾍﾟｰｻｰ(別途用意)で支障の無い位置で支持してください。 

● 電源について 

  当キットの電源は、標準内径2.1ｍｍのＤＣプラグの付いたＡＣアダプターをご使用下さい。センターは「＋」 

  でも「－」マイナスでもかまいません。 電圧はＤＣ８ＶからＤＣ２４Ｖをご使用下さい。 

● 外付け電源スイッチについて 

   基板部品面に「POWER SW」という端子を付けています。 外部に電源スイッチを付ける場合は、この端子 

   を使用してください。 但し、工場出荷時にはこの端子のハンダ面（裏面）側でパターンでショートしてあり 

ますので、外部スイッチを使用する場合はカッターナイフ等でこのショートパターンをカットしてください。 

● ＬＥＤランプについて 

 Ｄ１  TX        LAN接続上の送信ﾗﾝﾌﾟ。ﾎﾞｰﾄﾞが LAN上の通信でﾃﾞｰﾀ送信している時に点滅。 

               何もしていなくても点滅する事が有ります。 

 LED1 POWER     ﾎﾞｰﾄﾞに電源が供給(電源ON、動作中)されている間点灯します。 

 LED2 MAIL SEND  ﾒｰﾙがﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ間で、正常に送信され完了した時点で点灯します。 

● 外部入力コネクターＣＮ４について 

   ＣＮ４は 34 ﾋﾟﾝ、オスののﾀﾞﾌﾞﾙﾋﾟﾝﾍｯﾀﾞｰに成っています。 接続は、市販の 

３４ピン・ﾌﾗｯﾄｹｰﾌﾞﾙ用のソケットが使用可能です。 

           例： 泉電気 JE1S-343 等 

◎ アナログ入力について （ｺﾈｸﾀｰ CN4 ACH1-8） 

  アナログ入力端子は 1MΩの抵抗でﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝされています。 開放時「Ｌ」  

  この端子から、０～+5Vの直流「電圧(＋側)」(－側はGNDへ)を入力します。 

   CN4の ACH1-8 に対応する偶数ﾋﾟﾝには+5Vが出ていますので利用可能です。 

  この端子は、H8 ﾏｲｺﾝのｱﾅﾛｸﾞﾎﾟｰﾄに直接接続していますので、基板上のVCC 

電圧（5V）以上の電圧を印加すると、マイコンが破壊されますので注意が必要です。 

◎ デジタル入力について （ｺﾈｸﾀｰ CN4 DCH1-8） 

  デジタル入力端子は、10KΩの抵抗でﾌﾟﾙｱｯﾌﾟされています。 開放時「Ｈ」 

  外付けでスイッチ等の接点を接続する事が可能です。 

  基板上のスイッチとは、並列(パラ)接続となっており連動します。 

CN4の DCH1-8 に対応する偶数ﾋﾟﾝにはGNDが出ていますので利用可能です。 

  又、外部ｽｲｯﾁを使用する場合、出来ればケーブルの長さを 50ｃｍ以下の 

長さで接続する事をお勧めいたします。 

Ｊ３をハンダでｼｮｰﾄ 

Ｒ9に 100Ωの抵抗をﾊﾝﾀﾞ
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やむなく延長しなければならない場合、下記の付加回路を通して接続して下さい。 

 

                                                長い距離で配線する場合は図 

                                                の様にﾌｫﾄｶﾌﾟﾗを使用する事 

でﾎﾞｰﾄﾞとのｱｲｿﾚｰｼｮﾝが取れ 

                                                更に距離を延長する事が可能 

                                                となります。距離によりＲの値 

                                                を調整する必要が有ります。 

                                                接点の種類によりﾁｬﾀﾘﾝｸﾞが 

                                                発生してﾒｰﾙが何個か送信す 

                                                る場合は、ｺﾝﾃﾞﾝｻをﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

   の出力側に並列に挿入して下さい。 ｺﾝﾃﾞﾝｻの値も調整しなければならない場合も有ります。 

◎ 外部リセット入力について （ｺﾈｸﾀｰ CN4 33 ﾋﾟﾝ RESET） 

  ﾘｾｯﾄ端子は、ﾎﾞｰﾄﾞ上のﾘｾｯﾄ･ｽｲｯﾁと並列接続となっています。必要に応じ外部よりﾘｾｯﾄが可能です。 

  RESET端子をGNDに接続（端子を「Ｌ」に）するとボードのｼｽﾃﾑﾘｾｯﾄ(電源再投入状態)が掛かります。 

 

■ 本キットに使用致しましたソフトウエアのライセンスについての表示  

◎TOPPERS/JSP Kernel  

(Toyohashi Open Platform for Embedded Real-Time Systems/Just Standard Profile Kernel) 

       Copyright (C) 2000-2003 by Embedded and Real-Time Systems Laboratory Toyohashi Univ. of  
Technology, JAPAN 

       Copyright (C) 2004 by Embedded and Real-Time Systems Laboratory Graduate School of Information  
Science, Nagoya Univ., JAPAN 

  ◎TINET (TCP/IP Protocol Stack) 

       Copyright (C) 2001-2006 by Dep. of Computer Science and Engineering Tomakomai National College  
of Technology, JAPAN 

  ◎Nut/OS 

       Copyright (C) 2001-2005 by egnite Software GmbH. All rights reserved. 
  ◎This product includes the RSA Data Security, Inc. MD5 Message-Digest Algorithm. 

       Copyright (C) 1991-2, RSA Data Security, Inc. Created 1991. All rights reserved. 
■ 最後に 

  好評を頂いておりますﾒｰﾗｰﾎﾞｰﾄﾞですが、お客様より多くのご意見ご要望を頂いておりました。ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 2 

  では、出来る限りご要望に沿う様にと改良と新機能を盛り込みました。 

  今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

 

           ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 

メーラー・ボード Ver.2・キットマニュアル 第 1版
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このキットの詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 
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